
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
指
定
の
解
除

第
９
条
の
３
の
２
第

２
項

ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認
定
の
取
消
し

第
９
条
の
１６
第
２
項

に
お
い
て
準
用
す
る

第
９
条
の
５
第
３
項

ク
ロ
ス
ボ
ウ
保
管
業
者
の
業
務
の
廃
止
命
令

ク
ロ
ス
ボ
ウ
保
管
業
者
の
業
務
の
停
止
命
令

第
１０
条
の
８
の
２
第

３
項

ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所

持
許
可
の
取
消
し

第
１１
条
第
７
項

公
安
委
員
会
規
則

大
分
県
公
安
委
員
会
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

公
安
委
員
会
規
程

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
大
分
県
公
安
委
員
会
に
対
す
る
申
出
に
関
す

る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

告

示

保
安
林
の
指
定
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

付
保
義
務
の
発
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

大
分
県
漁
港
管
理
条
例
に
よ
る
甲
種
漁
港
施
設
の
使
用
に
当
た
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
施
設
の
指
定
（
七
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

公
安
委
員
会
告
示

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の
委
嘱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

警

察

本

部

訓

令

け
ん
銃
等
管
理
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

〇
公
安
委
員
会
規
則

目

次

大
分
県
公
安
委
員
会
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
４
年
３
月
１５
日

大
分
県
公
安
委
員
会
委
員
長

石
田

敦
子

大
分
県
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号

大
分
県
公
安
委
員
会
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
公
安
委
員
会
事
務
決
裁
規
則
（
平
成
１３
年
大
分
県
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
３３
年
法
律
第
６
号
）
に
規
定
す
る
事
務
の
部
の
第
９
条
の
３

第
２
項
の
項
中
「
射
撃
指
導
員
」
を
「
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。別
表
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
３３
年
法
律
第
６
号
）
に
規
定
す
る
事
務
の
部
の
第
９
条
の
１０

第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
９
条
の
５
第
３
項
の
項
中
「
練
習
資
格
認
定
」
を
「
練
習
資
格
の
認
定
」
に

改
め
、
同
部
の
第
９
条
の
１２
第
１
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
３３
年
法
律
第
６
号
）
に
規
定
す
る
事
務
の
部
の
第
１０
条
の
８

第
３
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
３３
年
法
律
第
６
号
）
に
規
定
す
る
事
務
の
部
の
第
１１
条
第
１

項
の
項
、
第
１１
条
第
２
項
の
項
及
び
第
１１
条
第
３
項
の
項
中
「
銃
砲
」
を
「
銃
砲
等
」
に
、
「
許
可
」
を

「
所
持
許
可
」
に
改
め
、
同
部
の
第
１１
条
第
４
項
の
項
中
「
銃
砲
の
許
可
」
を
「
拳
銃
等
又
は
猟
銃
の
所
持

許
可
」
に
改
め
、
同
部
の
第
１１
条
第
５
項
の
項
中
「
銃
砲
の
許
可
」
を
「
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
又
は
ク
ロ

ス
ボ
ウ
の
所
持
許
可
」
に
改
め
、
同
部
の
第
１１
条
第
６
項
の
項
中
「
射
撃
指
導
員
の
銃
砲
の
許
可
」
を
「
猟

銃
等
射
撃
指
導
員
の
空
気
銃
の
所
持
許
可
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
３３
年
法
律
第
６
号
）
に
規
定
す
る
事
務
の
部
の
第
２６
条
第
１

項
の
項
中
「
授
受
、
運
搬
若
し
く
は
」
を
「
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
授
受
、
運
搬
及
び
」
に
改
め
、
同
部
の

第
２７
条
の
３
の
項
中
「
け
ん
銃
等
又
は
け
ん
銃
部
品
」
を
「
拳
銃
等
、
拳
銃
部
品
又
は
拳
銃
実
包
」
に
改
め

る
。

附
則

令

和

四

年

（ 火 曜 日 ）

第

二

九

一

号

三

月

十

五

日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

㈱
佐
伯
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

令
和
四
年
三
月
十
五
日

一

大
分
県
報
（
公
安
委
規
則
）



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

□
ラ
イ
フ
ル
銃

丁
□
空
気

□
ラ
イ
フ
ル
銃
以
外
の
猟
銃

丁

保
管
予
定
の
猟
銃
等
の

種
類
・
数
量

第
４
号
様
式
（
表
）
中

「

銃
丁

種
類
：

数
量
：

保
管
予
定
の
銃
砲
等
の

種
類
・
数
量

を

「

」

」

に
、
「
猟
銃
等
の
保
管
方
法
」
を
「
銃
砲
等
の
保
管
方
法
」
に
、
「
猟
銃
等
の
保

年
月

日
～

年
月

日
時

年

「
「

第
１２
号
様
式
中

を

」

月
日

時
分
～

年
月

日
時

分

」

に
、
「
銃
砲
」
を
「
銃
砲
等
」
に
改
め
る
。

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
４
年
３
月
１５
日

大
分
県
公
安
委
員
会
委
員
長

石
田

敦
子

大
分
県
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
細
則
（
平
成
２１
年
大
分
県
公
安
委
員
会
規
則
第
６
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
２
条
中
「
銃
砲
刀
剣
類
製
造
・
販
売
・
製
作
事
業
廃
止
届
出
書
」
を
「
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
製
造
・
販

売
・
製
作
事
業
廃
止
届
出
書
」
に
改
め
る
。

第
５
条
の
見
出
し
中
「
射
撃
競
技
用
け
ん
銃
」
を
「
射
撃
競
技
用
拳
銃
」
に
改
め
る
。

第
６
条
中
「
銃
砲
」
を
「
銃
砲
等
」
に
、
「
空
気
銃
」
を
「
空
気
銃
若
し
く
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
に
改
め

る
。第
７
条
の
見
出
し
中
「
指
導
用
空
気
銃
」
を
「
指
導
用
の
空
気
銃
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
に
改
め
、
同
条
中

「
空
気
銃
」
の
次
に
「
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
を
、
「
同
項
第
５
号
の
２
」
の
次
に
「
又
は
第
５
号
の
３
」
を

加
え
る
。

第
８
条
に
次
の
１
項
を
加
え
る
。

７
施
行
規
則
第
１１
条
第
１
項
第
１７
号
の
同
意
書
は
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
同
意
書
（
第
１４
号
様
式
の

２
）
と
す
る
。

第
１２
条
中
「
、
同
意
書
」
を
「
、
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
同
意
書
」
に
改
め
る
。

第
１
号
様
式
中
「
銃
砲
刀
剣
類
製
造
・
販
売
・
製
作
事
業
廃
止
届
出
書
」
を
「
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
製

造
・
販
売
・
製
作
事
業
廃
止
届
出
書
」
に
、
「
銃
砲
刀
剣
類
製
造
事
業
等
」
を
「
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
製

造
事
業
等
」
に
改
め
る
。

第
２
号
様
式
中
「
係
る
銃
砲
」
を
「
係
る
銃
砲
等
」
に
改
め
る
。

第
３
号
様
式
中
「
銃
砲
刀
剣
類
の
」
を
「
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
」
に
改
め
る
。

管
設
備
」
を
「
銃
砲
等
の
保
管
設
備
」
に
改
め
、
同
様
式
（
裏
）
中
「
猟
銃
等
保
管
庫
設
備
」
を
「
保
管
設

備
」
に
改
め
る
。

第
５
号
様
式
中
「
空
気
銃
」
の
次
に
「
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
を
、
「
同
項
第
５
号
の
２
」
の
次
に
「
又
は

第
５
号
の
３
」
を
加
え
、
「
許
可
番
号

銃
番
号
」
を
「
許

可
番

号

銃
（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
）
番
号
」
に
改
め
る
。

第
１４
号
様
式
中
「
銃
砲
刀
剣
類
を
」
を
「
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
を
」
に
、
「
所
持
さ
せ
る
銃
砲
刀
剣
類
」

を
「
所
持
さ
せ
る
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
」
に
改
め
、
同
様
式
の
次
に
次
の
１
様
式
を
加
え
る
。

二

大
分
県
報
（
公
安
委
規
則
）

令
和
四
年
三
月
十
五
日



大
分
県
公
安
委
員
会
規
程
第
１
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
２９
条
の
規
定
に
よ
る
大
分
県
公
安
委
員
会
に
対
す
る
申
出
に
関
す
る
規
程

（
平
成
２１
年
大
分
県
公
安
委
員
会
規
程
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
４
年
３
月
１５
日

大
分
県
公
安
委
員
会
委
員
長
石
田
敦
子

第
８
条
中
「
銃
砲
刀
剣
類
所
持
者
」
を
「
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
所
持
者
」
に
改
め
る
。

附
則

こ
の
規
程
は
、
令
和
４
年
３
月
１５
日
か
ら
施
行
す
る
。

ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
指
導
員
同
意
書年

月
日

住
所

職
業

氏
名

私
は
、
以
下
の
者
に
つ
い
て
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
９
条
の
１６
第
１
項
に
規
定
す
る
監
督
を

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
す
。

住
所

職
業

氏
名

□
ラ
イ
フ
ル
銃
□
ラ
イ
フ
ル
銃
以
外
の
猟
銃
□
空

猟
銃
の
種
別

気
銃

□
銃
砲
等
（

）
□
刀
剣
類
（

銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
種
類

）

第
１５
号
様
式
中」

に
、
「
手
数
料
欄
に
は
、
大
分
県
収
入
証
紙
を
」
を
「
手
数
料
を
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る

」

を 「

「

〇
公
安
委
員
会
規
程

〇
告

示

第
１
４
号
様
式
の
２
（
第
８
条
関
係
）

場
合
は
、
当
該
証
紙
を
手
数
料
欄
に
」
に
改
め
る
。

第
１６
号
様
式
中
「
同
意
書
」
を
「
猟
銃
等
射
撃
指
導
員
同
意
書
」
に
改
め

る
。第
１７
号
様
式
（
表
）
中
「
（
表
）
」
を
削
り
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考
図
示
の
長
さ
の
単
位
は
、
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

第
１７
号
様
式
（
裏
）
を
削
る
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

三

大
分
県
報
（
公
安
委
規
則
・
公
安
委
規
程
・
告
示
）
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漁

港

名

許

可

施

設

長
洲
漁
港

指
定
施
設
五
八１３

号
物
揚
場
内
番
号
三
三
か
ら
四
五
ま
で
で
示
さ
れ
た
区
域

（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
九
五-

2.0m

物
揚
場
内
番
号
三
〇
七
か
ら
三
二
〇
ま
で
で
示
さ
れ

た
区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

大
分
県
告
示
第
百
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

保
安
林
の
所
在
場
所

国
東
市
武
蔵
町
志
和
利
字
行
田
一
三
一
三
番
一
・
一
三
一
四
番
一
・
一
三
一
四
番
二
一
・
一
三
四
八
番

（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
三
一
四
番
二
、
一
三
一
四
番
一
五
、
一
三

五
〇
番
二

二

指
定
の
目
的

か
ん

水
源
の
涵
養

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産

部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
東
部
振
興
局
並
び
に
国
東
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
百
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

保
安
林
の
所
在
場
所

国
東
市
安
岐
町
朝
来
字
中
野
一
四
二
〇
番
一
か
ら
一
四
二
〇
番
七
ま
で

二

指
定
の
目
的

か
ん

水
源
の
涵
養

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産
部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県

東
部
振
興
局
並
び
に
国
東
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
百
十
二
号

神
崎
加
入
区
に
つ
い
て
、
漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た

も
の
と
認
め
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
百
十
三
号

大
分
県
漁
港
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
大
分
県
条
例
第
四
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
甲
種
漁
港
施
設
の
使
用
に
当
た
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定

す
る
。

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
大
分
県
漁
港
管
理
条
例
に
よ
る
甲
種
漁
港
施
設
の
使

用
に
当
た
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
令
和
二
年
大
分
県
告

示
第
六
百
六
十
五
号
）
は
、
同
日
か
ら
廃
止
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

（
「
別
図
」
は
省
略
し
、
大
分
県
農
林
水
産
部
漁
港
漁
村
整
備
課
及
び
大
分
県
北
部
振
興
局
に
備
え
置
い
て

四

大
分
県
報
（
告
示
）

令
和
四
年
三
月
十
五
日



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

漁

港

名

許

可

施

設

香
々
地
漁
港

指
定
施
設
六
四－

2.0
m

物
揚
場
内
番
号
一
一
七
か
ら
一
四
二
ま
で
で
示
さ

れ
た
区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
八
五－

2.0
m

物
揚
場
内
番
号
三
五
〇
か
ら
三
五
七
ま
で
、
三
七

〇
及
び
三
七
一
で
示
さ
れ
た
区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
九
一
北
防
波
堤
内
番
号
五
〇
か
ら
五
六
ま
で
で
示
さ
れ
た
区
域

（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
九
四－

1.0
m

物
揚
場
内
番
号
二
三
八
か
ら
二
五
二
ま
で
で
示
さ

れ
た
区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
一
三
二－

2.0
m

物
揚
場
内
番
号
四
〇
か
ら
四
七
ま
で
で
示
さ
れ

た
区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

漁

港

名

許

可

施

設

亀
川
漁
港

指
定
施
設
四
―
二
け
い
船
護
岸
二
号
内
番
号
五
一
か
ら
五
五
ま
で
で
示
さ
れ

た
区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
二
一
東
防
波
堤
内
番
号
一
〇
一
か
ら
一
一
四
ま
で
、
二
〇
一
及
び

二
〇
二
で
示
さ
れ
た
区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

漁

港

名

許

可

施

設

佐
賀
関
漁
港

指
定
施
設
八
―
一
＋0.5m

物
揚
場
内
番
号
四
八
二
か
ら
四
八
五
ま
で
で
示

さ
れ
た
区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
一
〇
九－

3.0m

岸
壁
内
番
号
一
一
か
ら
一
三
ま
で
で
示
さ
れ
た

区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
一
二
〇
田
中
南
防
波
堤
内
番
号
三
五
二
か
ら
三
五
八
ま
で
及
び
三

六
〇
か
ら
三
六
四
ま
で
で
示
さ
れ
た
区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
一
三
三
幸
ノ
浦
防
波
堤
内
番
号
二
三
か
ら
二
五
ま
で
で
示
さ
れ
た

区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
一
五
四－

2.5m

物
揚
場
内
番
号
五
一
か
ら
五
六
ま
で
で
示
さ
れ

た
区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
二
五
四
物
揚
場
内
番
号
六
一
か
ら
六
五
ま
で
示
さ
れ
た
区
域
（
別

図
に
示
す
区
域
）

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
百
十
四
号

大
分
県
漁
港
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
大
分
県
条
例
第
四
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
甲
種
漁
港
施
設
の
使
用
に
当
た
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定

す
る
。

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
大
分
県
漁
港
管
理
条
例
に
よ
る
甲
種
漁
港
施
設
の
使

用
に
当
た
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
令
和
三
年
大
分
県
告

示
第
八
号
）
は
、
同
日
か
ら
廃
止
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

（
「
別
図
」
は
省
略
し
、
大
分
県
農
林
水
産
部
漁
港
漁
村
整
備
課
及
び
大
分
県
北
部
振
興
局
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
百
十
五
号

大
分
県
漁
港
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
大
分
県
条
例
第
四
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
甲
種
漁
港
施
設
の
使
用
に
当
た
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定

す
る
。

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
大
分
県
漁
港
管
理
条
例
に
よ
る
甲
種
漁
港
施
設
の
使

用
に
当
た
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
令
和
三
年
大
分
県
告

示
第
四
十
九
号
）
は
、
同
日
か
ら
廃
止
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

（
「
別
図
」
は
省
略
し
、
大
分
県
農
林
水
産
部
漁
港
漁
村
整
備
課
及
び
大
分
県
東
部
振
興
局
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
百
十
六
号

大
分
県
漁
港
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
大
分
県
条
例
第
四
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
甲
種
漁
港
施
設
の
使
用
に
当
た
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定

す
る
。

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
大
分
県
漁
港
管
理
条
例
に
よ
る
甲
種
漁
港
施
設
の
使

用
に
当
た
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
令
和
三
年
大
分
県
告

示
第
五
十
号
）
は
、
同
日
か
ら
廃
止
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

（
「
別
図
」
は
省
略
し
、
大
分
県
農
林
水
産
部
漁
港
漁
村
整
備
課
及
び
大
分
県
中
部
振
興
局
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
百
十
七
号

大
分
県
漁
港
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
大
分
県
条
例
第
四
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

令
和
四
年
三
月
十
五
日

五

大
分
県
報
（
告
示
）



漁

港

名

許

可

施

設

保
戸
島
漁
港

指
定
施
設
四
五－

3.0
m

岸
壁
内
番
号
一
〇
一
か
ら
一
一
六
ま
で
で
示
さ
れ

た
区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
七
三
物
揚
場
内
番
号
二
五
一
か
ら
二
五
三
ま
で
で
示
さ
れ
た
区
域

（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
四
五
―
一－

3.0
m

岸
壁
内
番
号
三
〇
一
か
ら
三
〇
九
ま
で
で
示

さ
れ
た
区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

漁

港

名

許

可

施

設

松
浦
漁
港

指
定
施
設
二
地
松
浦
防
波
堤
、
指
定
施
設
七
―
一
物
揚
場
及
び
指
定
施
設
七

九
地
松
浦
東
護
岸
内
番
号
二
〇
〇
か
ら
二
三
六
ま
で
で
示
さ
れ
た
区
域
（
別

図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
六
七
大
西
防
波
堤
内
番
号
一
〇
か
ら
一
九
ま
で
で
示
さ
れ
た
区
域

（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
一
二
〇-

3
.0
m

岸
壁
及
び
指
定
施
設
一
六
一-

3.0m

岸
壁
（
浮
体

式
）
内
番
号
四
〇
〇
か
ら
四
二
〇
ま
で
及
び
五
二
三
か
ら
五
二
九
ま
で
で

示
さ
れ
た
区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
一
三
四
物
揚
場
内
番
号
七
〇
か
ら
七
六
ま
で
で
示
さ
れ
た
区
域

（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
一
三
七
防
波
堤
内
番
号
六
〇
か
ら
六
九
ま
で
で
示
さ
れ
た
区
域

（
別
図
に
示
す
区
域
）

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

漁

港

名

許

可

施

設

蒲
江
漁
港

指
定
施
設
一
五－

3.0m

岸
壁
内
番
号
四
一
〇
か
ら
四
五
八
ま
で
で
示
さ
れ

た
区
域
（
別
図
に
示
す
区
域
）

指
定
施
設
一
五
五
防
波
堤
内
番
号
六
一
か
ら
六
六
ま
で
で
示
さ
れ
た
区
域

（
別
図
に
示
す
区
域
）

大
分
県
公
安
委
員
会
告
示
第
２
８
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
３５
年
法
律
第
１０５
号
）
第
１０８
条
の
２９
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
地
域
交

通
安
全
活
動
推
進
委
員
を
委
嘱
し
た
。

令
和
４
年
３
月
１５
日

大
分
県
公
安
委
員
会
委
員
長

石
田

敦
子

活
動

区
域

大
分
南
警
察
署
の
管
轄
区
域

連
絡

先

大
分
市
大
字
横
瀬
２２１２

番
地
１
大
分
南
警
察
署

氏
名

後
藤
忠
雄

り
、
甲
種
漁
港
施
設
の
使
用
に
当
た
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定

す
る
。

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
大
分
県
漁
港
管
理
条
例
に
よ
る
甲
種
漁
港
施
設
の
使

用
に
当
た
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
令
和
三
年
大
分
県
告

示
第
百
七
十
八
号
）
は
、
同
日
か
ら
廃
止
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

（
「
別
図
」
は
省
略
し
、
大
分
県
農
林
水
産
部
漁
港
漁
村
整
備
課
及
び
大
分
県
中
部
振
興
局
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
百
十
八
号

大
分
県
漁
港
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
大
分
県
条
例
第
四
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
甲
種
漁
港
施
設
の
使
用
に
当
た
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定

す
る
。

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
大
分
県
漁
港
管
理
条
例
に
よ
る
甲
種
漁
港
施
設
の
使

用
に
当
た
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
令
和
二
年
大
分
県
告

示
第
六
百
六
十
四
号
）
は
、
同
日
か
ら
廃
止
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

（
「
別
図
」
は
省
略
し
、
大
分
県
農
林
水
産
部
漁
港
漁
村
整
備
課
及
び
大
分
県
南
部
振
興
局
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
百
十
九
号

大
分
県
漁
港
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
大
分
県
条
例
第
四
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
甲
種
漁
港
施
設
の
使
用
に
当
た
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定

し
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

（
「
別
図
」
は
省
略
し
、
大
分
県
農
林
水
産
部
漁
港
漁
村
整
備
課
及
び
大
分
県
南
部
振
興
局
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。
）

〇
公
安
委
員
会
告
示

六

大
分
県
報
（
告
示
・
公
安
委
告
示
）

令
和
四
年
三
月
十
五
日



〇
警

察

本

部

訓

令

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
４
号

警
察
本
部

警
察
学
校

警
察

署

け
ん
銃
等
管
理
規
程
等
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
４
年
３
月
１５
日

大
分
県
警
察
本
部
長
松
田
哲
也

（
け
ん
銃
等
管
理
規
程
の
一
部
改
正
）

第
１
条
け
ん
銃
等
管
理
規
程
（
平
成
７
年
大
分
県
警
察
本
部
訓
令
甲
第
２３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

拳
銃
等
管
理
規
程

第
１
条
中
「
け
ん
銃
等
（
け
ん
銃
」
を
「
拳
銃
等
（
拳
銃
」
に
、
「
警
察
官
等
け
ん
銃
使
用
及
び
取
扱

い
規
範
」
を
「
警
察
官
等
拳
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
」
に
改
め
る
。

第
２
条
第
２
項
及
び
第
３
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
け
ん
銃
等
」
を
「
拳
銃
等
」
に
改
め
る
。

第
４
条
の
見
出
し
中
「
け
ん
銃
等
」
を
「
拳
銃
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
取
扱
責
任
者
」
を
「
規
範
第

１８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
取
扱
責
任
者
」
に
、
「
け
ん
銃
等
出
納
簿
」
を
「
拳
銃
等
出
納

簿
」
に
、
「
け
ん
銃
等
の
」
を
「
拳
銃
等
の
」
に
改
め
る
。

第
５
条
中
「
け
ん
銃
等
」
を
「
拳
銃
等
」
に
、
「
手
続
き
」
を
「
手
続
」
に
改
め
る
。

（
大
分
県
警
察
学
校
射
撃
場
管
理
及
び
使
用
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
改
正
）

第
２
条
大
分
県
警
察
学
校
射
撃
場
管
理
及
び
使
用
に
関
す
る
訓
令
（
平
成
１３
年
大
分
県
警
察
本
部
訓
令
甲

第
１３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
４
条
第
２
項
中
「
、
整
備
及
び
」
を
「
及
び
整
備
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
８
条
中
「
け
ん
銃
」
を
「
拳
銃
」
に
、
「
指
導
と
」
を
「
指
導
及
び
」
に
改
め
る
。

第
９
条
中
「
警
察
官
等
け
ん
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
」
を
「
警
察
官
等
拳
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規

範
」
に
、
「
け
ん
銃
の
」
を
「
拳
銃
の
」
に
改
め
る
。

附
則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
４
年
３
月
１５
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
四
年
三
月
十
五
日

七

大
分
県
報
（
警
察
本
部
訓
令
）


